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遠　賀　町　の　風　景　　　　（その9）遠　賀　川　駅
今回は、遠賀町の玄関とも言える遠賀川駅です。

10月1日のダイヤ改正で、大幅に懲軍が増え、利用者数も増加することでしょう。昨今多くの駅が自動販売機

ですが、ここは昔ながらの厚い手渡しキップです。

＊今　月　の　税　金＊
町　県　民　税（3　期分）10月25日（土）まで

納期内納税で明る　い町づ　く　り
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ロ歳入 区ZZi歳出 固 �4 �9 � �50 � �5 �1 � �5 �2 � � �53 � � �54 

（年度）

昭和54年度普通会計収入状況表

費　　　　　　目 �決算額 （千円） �対前年度 増減額 （千円） �樅成比　％ 

1町　　　　　　　　税 �480，300 �76，657 �17．4 

2　自動車重畳譲与税 �24，790 �7．284 �0．9 

3　娯楽施設利用税交付金 �19，871 �△　3，085 �0．7 

4　自動車取得税交付金 �25，809 �6，658 �0．9 

5　地　方　交　付　税 �608，203 �64，984 �22．0 

6　交通安全対策特別交付金 �1，871 �104 �0．1 

7　分担金及び負担金 �85，184 �14，473 �3．1 

8　使用料及び手数料 �11，539 �6，701 �0．4 

9　国　庫　支　出　金 �534，955 �△　52，870 �19．4 

10　県　　支　　出　　金 �107，229 �△　48．981 �3．9 

11財　　産　　収　　入 �22．899 �△　24．436 �0．8 

12　寄　　　　附　　　　金 �37，003 �△　51，578 �1．3 

13　繰　　　　入　　　　金 �85，008 �39．563 �3．1 

14　繰　　　　越　　　　金 �171，383 �4，973 �6．2 

15　諸　　　　収　　　　入 �219，018 �△　7，735 �7．9 

16　同　　　　　　　　　債 �329，900 �△　48，980 �11．9 

歳　　入　　合　　計 �2，764，962 �△16，268 �ilOO・0 

両隣互いにかけあう声と　カ　ギ

わ
が
国
の
経
済
は
、
前
年
度
の
波
乱

含
み
の
後
を
受
け
て
、
低
成
長
経
済
、

物
価
高
、
財
政
の
危
機
な
ど
悪
条
件
の

も
と
に
0
0
年
代
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
い
た

し
ま
し
た
が
、
最
近
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク

戦
争
に
よ
り
、
ま
た
も
や
日
本
経
済
は

重
大
な
試
練
に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま
す

一
方
、
地
方
財
政
に
お
い
て
も
、
国

の
財
政
が
危
機
に
直
面
し
た
な
か
で
、

財
政
支
出
の
抑
制
と
相
ま
っ
て
緊
縮
財

政
へ
の
移
行
措
置
な
ど
、
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て
、
健
全
財
政
の
維
持

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
5
4
年
度

の
決
算
見
込
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
5
4
年
度
の
歳
入
総
額
は
二
十
七

億
六
千
四
百
九
拾
六
万
二
千
円
、
歳
出

二
十
五
億
九
千
百
二
十
四
万
四
千
円
、

差
引
残
額
一
億
七
千
三
百
七
拾
一
万
八

千
円
が
昭
和
5
5
年
度
へ
繰
越
し
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

収
　
入
　
状
　
況

普
通
会
計
の
歳
入
総
額
は
二
十
七
億

六
千
四
百
九
拾
六
万
二
千
円
で
前
年
度

よ
り
一
千
六
百
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ます。歳
入
の
内
訳
は
、
別
表
の
と
お
り
で

地
方
交
付
税
（
全
体
の
鍛
％
）
が
最
も

多
く
、
次
に
国
麿
支
出
金
（
1
9
・
4
％

）
町
税
（
Ⅳ
・
4
％
）
の
順
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

強
大
の
な
か
で
前
年
よ
り
減
少
し
て

い
る
費
目
は
、
国
県
支
出
金
及
び
町
億

で
こ
れ
は
建
設
事
業
等
の
減
に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
税
の
増
収
は
、
固
定
資
産

税
及
び
町
民
税
の
伸
び
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
地
方
交
付
税
は
、
人
口
の
伸
び

な
ど
で
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

支

出

の

状

況

歳
出
総
額
二
十
五
徳
九
千
百
二
十
四

万
四
千
円
で
、
前
年
よ
り
千
八
百
万
円

の
減
で
あ
り
ま
す
。

性
質
別
内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で
す

が
、
消
費
的
経
費
が
4
3
・
8
％
、
投
資

的
経
費
が
3
9
・
1
％
、
そ
の
他
の
経
費

1
6
・
5
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
よ

り
建
設
寧
菜
が
減
の
た
め
投
資
的
経
費

で
5
・
5
％
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
主
な
建
設
事
業
は
別
表
に
か
か
げ

て
お
り
ま
す
が
、
遠
賀
中
学
校
の
校
舎

増
改
築
工
疎
、
馬
門
小
学
校
体
育
館
、

同
校
サ
ッ
シ
取
替
工
邸
の
他
、
木
守
地

区
供
用
施
設
工
導
、
屋
戸
川
改
修
工
郵

木
守
～
老
良
道
路
工
事
な
ど
生
活
適
職

の
整
備
な
ど
が
主
な
寧
業
費
と
し
て
支

出
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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昭和割年度普通会計性賛別内訳

枝　消 　部 資通　貨 蓮餌驚驚鵠52 的波鎗（17・3％）的 

部 

歳出　　雑費 
終発惇雑談2，591，244　1（紙経　財 

亀32・8％　（千円）補助費等 　　　　　　　214986 

「∴∴∴∴ 
00　　　　　　鵬蛾　　　　　・8 

（7・4剃（7．3約　　　　％ 

∴，、日南÷∴∴子中一　一両、一 
7・742（0・3％）即す金29240〈11％〉　　繰出金18・500（0・7％） 

性質別支出状況表

区　　　　分 �決算額 �構成費％ 

人　　件　　費 �447．852 �17． 

物　　件　　費 �251，246 �9． 

維持補修費 �12．656 �0．5 

扶　　助　　費 �208，188 �8．0 

補　助　費　等 �214，986 �8．3 

公　　債∴∴賞 �190，093 �7．4 

積　　立　　金 �189，905 �7．3 

叢書貸軋蓋 �29，740 �1．1 

繰　　出　　金 �18，500 �0． 

普通建設専業費 �922，121 �35．6 

災害復旧事業費 �7，742 �0．3 

失業対策事業費 �98，715 �3． 

合　　　　計 �2，591，244 �100． 

昭和54年度普通会計支出状況表

費　　　　目 �決算額 �対前年度 増減額 �構成比％ 

1議　会　賞 �54，994 �3，725 �2．1 

2総∴諺　費 �484，480 �125，521 �18． 

3民　生　費 �309，665 �5．015 �11． 

4衛　生　費 �115，997 �27．813 �4．5 

5労∴働∴賀 �98，715 �△　8，191 �3． 

6農林水産業費 �134．223 �△13，純鵜 �5．2 

7商　工　費 �12，727 �122 �0．5 

8土　木　費 �281，999 �△386．675 �10． 

9消　防　費 �77，340 �10，508 �3． 

10教　育　費 �804，965 �277，977 �31，1 

11災害復旧費 �7．742 �△1．455 �0．3 

12公　債∴費 �190，147 �△76．348 �7．3 

13諸支出　金 �18，250 �17，238 �0． 

14予　備　費 � � � 

歳　出　合帥 �2，591，244 �△18，603 �100． 

しめたはず　しまったはずでも　もう一度
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昭和54年度実施の主要建設事業

謡　　　　業　　　　名 �請負額 �摘　　　　要 

45，809 � 

遠賀中学校校舎増改築工事 �281，996 � 

58．000 � 

新　町線道　路　舗　装　工　事 �15，547 � 

22，135 � 

17，069 �防衛施設周辺整備部発 

33，089 �同　上 

19，171 � 

団体営濯漑排水弦楽工部（l工区） �19，179 �屋戸川 

〃　　　　　（2工区） �21，722 �同　上 

島津地内地区通路改良舗装工謡 �28，772 �同和対策疎業 

18．301 �同　上 

新町駐車場舗装新設工郵 �10，083 � 

新　川　公　団　工　疎 �5．640 � 

6，450 � 

50，989 � 

出門小学校庭体新薬工郵 �103，817 � 

国保会計の税負担と給付の状況

被保険者1人当り　　　　被保険者1世帯当り

勘　定　科　目 �歳　入 �歳　出 

農作物共済勘定 �10，536 �5，939 

家畜共済　勘　定 �1，439 �1，176 

業　　務　　勘　　定 �15，605 �14．499 

請 �27，580 �21，614 

カ　ギかけ　る手間を惜し　むな1．2秒

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計

昭
和
5
4
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
は
、
歳
入
三
億
七
千
六
百
三
十
七

万
一
千
円
、
歳
出
三
億
三
千
百
四
十
九

万
四
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
歳

入
で
2
5
％
、
歳
出
で
2
8
％
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

歳
入
の
構
成
比
で
は
、
国
庫
支
出
金

朗
％
、
国
保
税
2
6
％
、
繰
越
金
n
％
、

そ
の
他
収
入
金
1
％
と
な
り
、
餞
出

で
は
、
保
険
給
付
費
9
5
％
、
総
務
費

4
％
、
そ
の
他
1
％
と
な
っ
　
て
い

ます。最
近
6
年
間
の
決
算
状
況
は
、
別

表
の
と
お
り
、
年
々
経
費
の
増
加
に

よ
っ
て
規
模
が
鉱
大
し
て
い
ま
す
が

特
に
蔑
出
面
で
の
保
険
給
付
費
の
増

大
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

農
業
共
済
事
業

特
別
会
計

燈
業
共
済
に
つ
い
て
は
、
農
作
物
共

済
事
業
に
お
い
て
、
水
稲
病
害
虫
の
容

赦
除
外
の
指
定
（
病
害
虫
の
被
蕾
に
よ

る
減
収
分
は
通
用
し
な
い
）
を
昭
和
4
5

年
よ
り
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
病

害
虫
革
故
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
重
点

的
に
誌
業
の
実
施
を
は
か
っ
て
お
り
、

そ
の
他
、
制
度
改
正
に
伴
ほ
う
共
済
珂

薬
の
主
旨
徹
底
や
啓
発
を
行
な
っ
て
い

ます。
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日本人の孟脚畷聯聖

栄養バランスは理想的
栄養バランスの基本は、タンパク質（P）

と脂肪（F）と炭水化物（C）の摂取畳の比

ですoそのバランスを見るのかPFCカ

ロリー比で、日本人の食事は、まさに理

想的といえましょう。それば、米〝を主食

にし、これにタンパク質‡朝旨坊が捕える

よう食事の内容を自由に組み立てること

ができるからです。また米は和食はもち

ろんのこと、洋

食、中華料理な

ど、どんな料理

にもよくなじむ

ことも利点とな

っています。そ

れでは、外国と

の比較をイラス

トで見ましょう。

く資料〉食物庁rデータに見る日本の食糧」

自転車にカギと名前と登録を

私
た
ら
が
食
べ
て
い
る
米
に
は
、
ど

ん
な
栄
糞
分
が
含
ま
れ
て
い
る
か
こ
存

じ
で
す
か
。
よ
く
、

ハ
ク
源
で
あ
り
、
現
布
で
も
タ
ン
パ
ク

質
の
五
分
の
一
を
米
か
ら
渋
取
し
て
い

ます。ま
た
、
米
に
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質

は
、
他
の
食
品
に
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク

質
と
比
べ
て
も
、
た
い
へ
ん
優
れ
て
い

ます。タ
ン
ハ
ク
質
の
人
体
内
で
の
利
用
効

い
わ
れ
る
大
豆
の
5
5
よ
り
も
嵩
く
、
米

の
タ
ン
パ
ク
価
は
穀
物
の
中
で
も
穀
も

質
の
よ
い
も
の
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

米
の
タ
ン
パ
ク
質
の
中
に
は
、
子
供
の

成
長
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
栄
饗
素

「
リ
ジ
ン
」
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

次
に
価
格
の
面
か
ら
見
て
み
ま
す

と
、
タ
ン
パ
ク
質
を
1
0
グ
ラ
ム
摂
取
す

「
米
は
テ
ン
プ
ン
質

だ
け
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
耳
に
し
ま

す
が
、
決
し
て
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん。

タ
　
ン
　
パ
　
ク
　
価
は

牛
肉
、
牛
乳
と
ほ
ぼ
同
じ

ろ
の
に
米
の
場
合
4
8

円
で
す
が
、
タ
ン
パ

ク
価
が
ほ
ぼ
同
じ
の

牛
乳
は
鎌
田
、
生
肉

で
は
鵬
円
と
米
の
二

米
の
成
分
を
見
ま
す
と
、
粕
米
州
グ

ラ
ム
　
（
茶
わ
ん
に
軽
く
二
杯
分
）
中
に

含
ま
れ
る
主
な
成
分
は
、
テ
ン
プ
ン
質

（
糖
質
）
7
5
・
5
グ
ラ
ム
、
タ
ン
パ
ク

質
6
・
8
グ
ラ
ム
な
ど
で
す
。

米
は
昔
か
ら
日
本
人
の
重
要
な
タ
ン

率
を
示
す
プ
ロ
テ
イ
ン
ス
コ
ア
　
（
数
値

が
高
い
ほ
ど
質
が
良
く
、
体
内
で
効
果

的
に
利
用
さ
れ
る
）
で
見
ま
す
と
、
理

想
タ
ン
パ
ク
瀬
と
い
わ
れ
る
タ
マ
ゴ
脚

に
対
し
て
、
米
は
7
7
を
示
し
て
お
り
、

牛
肉
の
0
0
、
牛
乳
の
7
4
と
ほ
ほ
肩
を
な

ら
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
．
畑
の
肉
○
と

倍
か
ら
三
倍
も
し
ま

す。
こ
れ
ら
の
数
字
を
見
て
も
、
米
は
経

済
的
で
良
質
の
タ
ン
パ
ブ
原
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

さ
あ
、
み
な
さ
ん
米
を
食
べ
て
健
摂

な
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

道
路
交
通
法
令

請
習
会
の
開
催

折
尾
轡
察
署
と
折
尾
交
通
安
全
協
会

共
偶
に
よ
り
次
の
と
お
り
「
道
路
交
通

法
令
静
溜
」
と
「
交
通
安
全
の
映
画
」

の
上
映
を
行
い
ま
す
の
で
、
自
動
車
運

転
免
許
証
所
有
者
の
多
数
の
参
集
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
5
年
1
0
月
2
3
日

午
後
7
時
よ
り

▽
場
　
所
　
遠
賀
中
学
校
体
育
館

当
日
、
安
全
協
会
々
貝
の
方
は
会
員

証
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

ま
た
協
会
に
入
会
さ
れ
る
方
は
、
当

日
会
場
で
受
付
け
ま
す
。

〈
注
）
タ
ン
パ
ク
貨
十
グ
ラ
ム
彊
取
の
単
価
比
較
は
・
総
理
府
1
小
売
価
格
統
計
調
空
昭
和
五
十
五
年
二
月
・
東
京
都
区
部
よ
り
嬉
出
。
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印鑑登録証（印鑑手帳）は重要書類です。紛失しないようにしましょう

9
月
2
9
日
、
児
畜
舎
の
代
表
、
折

尾
警
察
署
で
表
彰
を
受
け
る

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
9
月
2
4
日
、
広
漠
小
学
校
の
児
童

と
父
兄
約
3
0
0
人
が
∴
父
通
安
全
パ
レ
ー
ド
と
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
疎
放
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
吹
奨
楽
椿
を
手
に
し
た
児
童
を
先
頭
に
約
1
時
間
、

遠
賀
団
地
、
新
町
、
旧
3
号
線
、
遠
賀
川
と
い
う
日
展
の
コ
ー
ス
で
パ
レ
ー

ド
は
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
レ
ー
ド
の
終
了
後
、
九
州
交
通
安
全
協
会

の
優
秀
校
に
選
ば
れ
、
み
ん
な
大
害
び
で
し
た
。

9
月
2
4
日
、
新
町
を
パ
レ
ー
ド
す
る

広
漠
小
学
校
児
童
遠

児
童
会
の

喜
び
の
声

九
州
で
二
枚
し
か

選
ば
れ
な
い
と
い
う

学
校
の
一
校
に
選
ば

れ
、
広
渡
小
学
校
児

堂
会
役
員
と
し
て
、

と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
今

ま
で
以
上
に
交
通
安

全
運
動
に
力
を
入
れ

て
交
通
部
故
者
が
0

人
と
い
う
学
校
に
な

れ
ば
・
・
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ど
う
か
み
な
さ

ん
、
今
後
も
私
達
に

御
声
援
下
さ
い
。

消
火
器
使
用
締
習
会
及
び
、
消
火
器
販
売
、

消
火
液
詰
め
替
え
に
つ
い
て

防
火
思
想
普
及
の
一
日
と
し
て
、
遠
賀
町
消
防
団
主
催
に
よ
る
消
火
器

の
使
用
離
習
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
火
災
は
い
つ
起
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
初
期
消
火
の
手
遅
れ
に
ょ
り
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
導
に
な
り

ま
す
。
こ
家
族
の
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
消
火
器
の
正
し
い
使
い
方
を

マ
ス
タ
ー
さ
れ
る
事
が
、
防
火
の
手
段
で
も
あ
り
ま
す
。
消
火
器
を
お
落

ち
で
な
い
こ
家
庭
や
消
火
器
を
購
入
さ
れ
て
、
2
年
以
上
経
過
し
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
販
売
及
び
消
火
液
の
誤
め
替
え
を
同
時
に
行
な
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
参
集
下
さ
い
。

広
漠
小
学
校
P
T
A
会
長
　
岡
崎
良
一

秋
の
全
国
交
通
安
全
週
間
に
、
九
州

交
通
安
全
協
会
よ
り
、
交
通
安
全
優
秀

校
と
し
て
思
い
が
け
な
い
表
彰
状
を
戴

き
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

広
渡
小
学
校
P
T
A
は
、
児
強
を
交

通
部
故
か
ら
守
る
た
め
に
交
通
少
年
団

を
繕
成
し
、
父
母
と
教
師
が
協
力
し
て

叢
枚
時
に
街
頭
指
導
を
行
な
い
、
折
尾

欝
察
蟹
の
指
導
に
よ
る
「
自
転
車
の
正

し
い
乗
り
方
と
単
体
検
査
」
の
実
地
指

導
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
参
加

等
、
交
通
安
全
憩
誠
の
高
揚
へ
の
努
力

と
日
常
の
地
道
な
実
践
活
動
だ
と
思

い
、
培
様
方
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

を
画
し
上
げ
ろ
次
第
で
す
。

こ
の
賞
を
励
み
と
し
て
、
今
後
よ
り

安
全
な
瑠
璃
と
謹
誠
の
高
揚
を
計
る
た

め
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
皆

で
努
力
を
重
ね
て
行
く
た
い
と
思
い
ま

す。

開
催
日

※
精
一
分
団
管
轄
　
日
月
1
9
日
（
第
三

日
嘱
目
）

○
広
渡
・
旧
停
　
9
時
～
1
0
時
0
0
分
（

中
卒
田
児
童
公
園
）

○
新
町
・
遠
賀
川
・
木
守
　
1
0
時
5
0
分

－
1
2
時
（
役
場
横
広
揚
）

○
松
ノ
木
　
1
3
時
～
1
4
時
0
0
分
（
松
ノ

本
公
民
館
）

○
今
古
賀
・
別
腐
・
千
代
丸
　
1
4
時
0
0

分
～
1
6
時
（
別
府
公
民
館
）

※
籍
二
分
田
富
蹟
　
日
月
2
4
日

○
島
津
　
9
時
－
1
0
時
5
0
分
（
島
津
公

民館）

○
若
松
　
1
0
時
3
0
分
～
1
2
時
（
若
松
公

民館）

○
鬼
津
　
1
3
時
～
1
4
時
0
0
分
（
鬼
灘
公

民館）

○
尾
崎
　
1
4
時
5
0
分
～
1
6
時
（
尾
崎
児

童
遊
園
）

※
精
一
－
一
分
国
電
龍
　
日
月
約
日

○
上
別
府
・
若
葉
台
　
9
時
～
1
0
時
0
0

一

分
（
上
別
府
公
民
館
）

○
出
生
津
　
1
0
時
0
0
分
－
1
2
時
（
血
生

津
公
民
館
）

0
東
町
・
田
町
　
1
3
時
～
1
4
時
（
東
町

公
民
館
）

○
浅
木
　
1
4
時
～
1
5
時
（
浅
木
公
民
館
）

○
老
良
　
1
5
時
－
1
6
時
（
老
良
公
民
館
）

主
催遠

賀
町
消
防
団

協
賛
店

福
岡
ト
ー
ハ
ツ
ポ
ン
プ
株
式
会
社

愛
知
ポ
ン
プ
工
業
株
式
会
社

北
九
州
保
全
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
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巡回交通事故相談日程表

相談時間　午前10時一午後4時

20歳になったら　国民年金に　加入しましょう

斑
　
猫
　
の
　
道

南
田
宮
の
句
碑
に
わ
か
れ
て
雑
木
の

遠
を
た
ど
る
。
哀
楽
寺
の
蜜
か
ら
、
落

薬
の
た
ま
っ
た
通
を
少
し
登
り
、
右
手

の
方
に
進
む
。

こ
の
一
木
落
薬
は
げ
し
く
な
り
に

は
り
h
ソ

こ
ん
な
旬
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
な

お
も
い
出
す
と
、
大
東
亜
戦
争
の
緒

戦
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
ハ
ワ

イ
の
真
珠
湾
を
奇
襲
し
た
特
殊
潜
水
艇

の
九
人
の
勇
士
、
そ
の
一
人
吉
野
少
佐

の
こ
と
。

こ
の
ほ
ど
テ
レ
ビ
で
、
江
田
島
の
海

軍
兵
学
校
の
跡
に
そ
の
同
型
の
鍵
の
あ

ろ
こ
と
を
知

っ
た
の
だ
が

あ
ん
な
小
さ

な
艇
に
、
た

っ
た
ひ
と
り

で
乗
っ
て
、

し
か
も
長
い

海
を
渡
っ
て

敵
地
に
突
入

する。

の
丘
で
あ
る
。

ふ
と
、
せ
ま
い
道
の
中
央
に
褐
色
の

斑
点
の
あ
る
生
物
の
い
ろ
こ
と
に
気
づ

い
た
。
近
づ
く
と
ブ
イ
と
飛
ん
で
二
一

米
先
に
下
り
る
。
こ
ん
な
動
物
の
居
る

こ
と
を
忘
れ
て
い
た
。
は
ん
み
ょ
う
（

斑
猶
）
で
あ
っ
た
の
だ
。

い
つ
し
か
道
は
基
地
が
左
右
に
あ
る

中
に
入
っ
て
い
た
。

左
手
に
、
み
か
げ
石
の
立
派
な
墓
標

が
目
に
つ
く
。
軍
神
吉
野
少
佐
の
お
く

つ
き
で
あ
っ
た
。

生
あ
る
も
の
が
、
生
を
捨
て
た
時
に

は
何
語
も
な
く
、
偉
大
な
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
出
撃
の
前
の
日
、
厳

父
に
宛
て
た
一
枚
の
ハ
ガ
羊
。
鉛
筆
の

走
り
書
き
の
心
魂
に
は
頭
が
下
る
。

君
の
た
め
何
か
惜
し
ま
む
若
桜

散
り
て
甲
斐
あ
る
命
な
り
せ
ば

い
ざ
ゆ
か
む
網
も
機
雷
も
の
り
こ

え
て
撃
ち
で
真
珠
の
玉
と
砕
け
む

靖
国
で
会
う
嬉
し
さ
や
今
朝
の
空

（
片
山
花
御
史
）

統
制
小
作
料
が
廃
止
に
な
り
ま
す

昭
和
4
5
年
9
月
0
0
日
以
前
か
ら
設
定

さ
れ
、
現
在
も
存
続
し
て
い
る
農
地
の

賃
借
権
、
地
上
権
、
永
小
作
権
で
借
り

手
が
個
人
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

貸
し
手
及
び
借
り
手
は
、
農
業
委
員
会

が
定
め
た
統
制
小
作
料
額
を
超
え
な
い

範
囲
の
小
作
料
で
契
約
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
統
制
小
作
料
が
昭
和
5
5
年
9
月
0
0
日

で
廃
止
さ
れ
ろ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
昭
和
5
5
年
同
月
1
日

か
ら
は
、
当
該
小
作
地
の
小
作
料
は
、

貸
し
手
と
借
り
手
の
協
議
に
よ
り
そ
の

額
を
自
由
に
定
め
ろ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
、
農
薬
委

員
会
が
そ
の
地
域
の
小
作
料
水
準
の
目

安
と
し
て
設
定
し
た
「
標
準
小
作
料
」

に
比
謡
し
て
適
正
と
認
め
ら
れ
る
頬
を

定
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
統
制
小
作
料
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
部
に
「
残
存

小
作
地
が
な
く
な
る
（
自
由
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
）
」
と
い
う
よ
う
に
受
け
取

る
向
き
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

間
違
い
で
す
。
契
約
関
係
そ
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
取
扱
い
と
全
く
同

じ
で
す
か
ら
誤
解
の
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
小
作
料
の
額
の
変
更
に
つ
い

て
、
協
議
が
整
っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨

農
業
委
員
会
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
農
薬
委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

自
動
車
事
故
で

お
困
り
の
方
へ

自
動
車
尊
敬
で
お
困
り
の
方
は
、
福

岡
県
交
通
尊
敬
相
談
所
及
び
巡
回
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。
簡
単
な
相
談
は

砥
話
で
も
受
け
て
い
ま
す
。

○
相
談
場
所

福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所

福
岡
県
庁
内
南
別
館
一
階
東
側

○
相
談
砥
話

0

9

2

（

7

7

1

）

4

6

3

9

0
相
談
日
時

毎
週
月
－
金
9
時
～
1
7
時

土
9
時
～
1
2
時
（
祝
・
祭
日
は
除
く

弁
護
士
相
談
木
闇
1
3
時
～
1
6
時
）

舘
低
回
消
防
団
指
導
員
科
入
校

去
る
、
9
月
2
9
日
、
福
岡
県
消
防
学

校
（
福
間
町
）
ほ
て
、
消
防
団
指
導
員

入
校
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

教
習
課
程
は
、
1
0
月
3
日
ま
で
5
日

間
と
し
、
消
防
団
に
お
け
る
中
質
団
員

と
し
て
の
指
導
技
術
を
会
得
す
る
た
め

で
あ
り
ま
す
。
5
日
間
の
狸
特
訓
に
よ

り
一
段
と
還
し
く
な
ら
れ
た
団
員
を
紹

介
致
し
ま
す
。

井
口
　
商
学
（
鬼
津
・
農
薬
）

（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

安
藤
∴
貝
田
（
別
府
・
農
業
）

（
第
一
分
団
班
長
）

松
井
　
登
（
尾
崎
・
農
薬
）

（
第
二
分
団
班
長
）

森
　
克
己
（
浅
木
・
農
協
職
員
）

（
第
三
分
団
々
員
）

以
上
4
名
人
技
団
員
は
、
日
本
消
防

協
会
長
よ
り
指
導
員
科
歴
終
業
証
書
及

び
指
導
員
資
格
証
を
受
領
い
た
し
ま
し

た。※
本
号
の
、
消
防
団
員
紹
介
は
都
合
に

よ
り
2
5
日
号
に
変
更
い
た
し
ま
す
。
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▽　▽　◎

時期検

問　目　診

米のタンパク価は　牛肉、牛乳と　ほぼ同じ

婦
人
検
診
の
綜
某
と

婦
人
健
臓
教
室

7
月
1
7
日
か
ら
9
月
独
白
ま
で
の
結

果
が
出
ま
し
た
。
左
記
の
婦
人
健
康
教

室
に
て
健
康
手
帳
を
お
返
し
致
し
ま
す

の
で
、
か
な
ら
ず
出
席
し
て
下
さ
い
。

▽
対
象
者
　
8
月
2
8
日
～
9
月
2
8
日
ま

検
査
　
9
時
か
ら

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

三
種
混
合
予
防
接
種

▽
接
理
日
及
び
問
診
票
配
付
日

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
憩
　
節

目

◎
申
込
み

▽
掲
　
所

▽
受
付
日

▽
定
　
員

▽
費
　
用

▽
そ
の
他

で
は
検
診
を
受
け
た
人
及

び
前
回
の
健
康
教
室
に
出

席
さ
れ
て
な
い
人

1
0
月
払
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

講
話
　
1
4
時
～
1
5
時

質
問
　
1
5
時
～

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

宵
柳
元
成
先
生

ガ

　

ン

　

検

　

診

役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

1
0
月
1
4
日
（
火
）
か
ら

00名
一
千
円

印
鑑
が
な
い
と
申
込
み
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

1
0
月
紳
日
、
同
月
柳
目

受
付
　
8
時
伽
分
－
1
0
時

50分

▽
内
　
容
　
身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
乳
幼
児
の
身
体
発
育
の
状

態
の
わ
か
る
人
が
つ
れ
て

来
て
下
さ
い
。
な
お
、
今

月
の
乳
児
相
談
は
中
止
致

し
ま
す
。

妊
　
婦
　
相
　
談

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
的
分
～
1
4
時

接
穂
　
1
3
時
5
0
分
－
1
5
時

▽
そ
の
他
　
詳
細
に
つ
い
て
は
9
月
2
5

日
号
を
こ
ら
ん
下
さ
い
。

乳

児

健

康

診

査

▽
期
　
日
　
1
0
月
1
7
日
（
金
）

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

検
査
　
1
3
時
0
0
分
か
ら

生
後
1
3
カ
月
ま
で
の
乳
幼

児

▽
期
　
日
　
1
0
月
2
4
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。

▽
内
　
容
　
新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導
、
母
子
手
帳
交
付

▽
持
参
品
　
印
鑑

▽
場
　
所
　
役
場
保
確
室

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
さ
い
。

◎
所
在
地
　
福
岡
県
山
門
郡
瀬
高
町
大

字
上
座
字
西
徳

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
5
年
1
0
月
3
1
日

▽
屈
出
先
　
福
岡
県
山
門
郡
瀬
高
町
大

字
小
川
　
瀬
高
町
役
揚

電
話
0
9
4
4
6
（
3
）

2
－
1
7
6

格
闘
音適

度
な
運
動
で
腸
に
刺
激
を

国　快眠、快食、

快
便
は
健
康
の
三

原
則
。
朝
の
排
便

で
さ
あ
や
か
な
一

日
を
過
ご
し
ま
し

よ
う
o

便
秘
そ
の
も
の
は
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
不
快
感
を
と
も
な
い
ま

す
。
ま
た
体
の
ど
こ
か
に
病
気
が
あ

る
た
め
の
赤
信
号
、
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
注
恵
し
ま
し
ょ
う
。

▽
注
意
が
必
要
な
便
秘
は
△

毎
朝
一
回
排
便
が
あ
る
と
理
想
的

で
す
。
個
人
差
が
あ
り
二
、
三
日
に

一
回
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
排
便
が

習
慣
的
に
き
ち
ん
と
あ
っ
て
、
不
快

感
が
な
け
れ
ば
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

お
腹
が
張
る
、
食
欲
が
な
い
、
頭
痛

や
日
ま
い
・
動
悸
（
き
）
が
は
げ
し
い
、

疲
れ
る
、
吹
き
出
も
の
が
出
8
　
－

な
ど
の
症
状
を
伴
う
便
秘
は
要
注
意

で
す
。
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
○

▽
便
秘
の
原
因
は
△

多
く
は
腸
の
繋
張
力
、
あ
る
い
は

腸
の
運
動
の
低
下
に
よ
っ
て
起
き
、

こ
れ
を
常
習
便
秘
と
い
い
ま
す
。
腸

の
炎
壷
や
、
腸
に
隣
接
す
る
子
宮
や

卵
巣
な
ど
に
腰
掛
が
で
き
で
い
る
た

め
に
、
腸
管
を
圧
迫
し
て
起
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

▽
便
秘
を
な
く
す
に
は
△

常
習
的
な
便
秘
な
ら
、
適
度
の
全

身
運
動
で
腸
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と

が
第
一
で
す
。
と
く
に
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
な
主
婦
、
一
日
中
机
に
向

か
っ
て
仕
蕊
を
す
る
人
な
ど
は
、
運

動
を
規
則
的
に
続
け
て
、
便
秘
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

朝
、
起
き
ぬ
け
に
冷
水
か
牛
乳
を

コ
ッ
プ
一
杯
飲
む
と
か
、
ゴ
ボ
ウ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
海
草
な
ど
繊
維
質
の

多
い
食
品
を
多
く
と
ろ
の
も
効
果
的

で
す
。
ま
た
、
便
意
を
感
じ
た
ら
我

慢
を
し
な
い
よ
う
に
I
L
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…
‥
秋
晴
れ
…
…

9
月
2
1
日
の
浅
木
小
学
校
か
ら
始
っ

た
運
動
会
も
、
1
0
月
5
日
の
島
門
・
広

波
面
小
学
校
を
最
後
に
各
学
校
と
も
終

了
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
燈
火
の

下
読
書
の
好
季
節
と
な
り
ま
す
。

（
写
英
は
、
9
月
2
8
日
に
行
わ
れ
た

遠
賀
中
学
校
体
育
会
の
一
コ
マ
で
す
）

航
空
祭
の
ご
案
内

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
、
基
地

開
庁
柳
周
年
を
記
念
し
て
次
の
と
お
り

航
空
祭
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
1
0
月
1
9
日
（
日
）

8
時
か
ら
1
5
時
0
0
分

▽
場
所
　
航
空
自
衛
隊
∴
芦
屋
基
地

▽
一
般
開
放
　
当
日
、
基
地
は
一
飯
開

放
さ
れ
ま
す
。

※
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
　
（
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
飛
行
チ
ー
ム
）
　
の
エ
ア
ー
シ
ョ
ー
を

始
め
、
各
種
の
航
空
機
展
示
や
文
化
祭

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
物
が
あ

り
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
々
の
ご
来
場

を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
）

危
険
物
取
扱
者
に

対
す
る
保
安
請
習

危
険
物
製
造
所
等
に
お
い
て
、
危
険

物
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
者
で
危
険
物

取
扱
者
免
状
の
交
付
又
は
講
習
を
受
け

て
か
ら
4
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人
が

対
象
で
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
務
月
日
月
5
日
（
水

）
～
日
月
1
日
（
金
）

▽
場
　
所
　
八
幡
東
区
平
野
1
の
1
2
の

1
　
新
日
鉄
労
働
会
館

▽
受
付
期
間
及
び
場
所

1
0
月
2
0
日
～
2
1
日
（
1
0
時

～
1
6
時
）

北
九
州
市
消
防
局

住
宅
金
融
公
庫

秋
の
個
人
向
け
融
資
受
付

本
年
度
第
3
回
目
の
受
付
け
を
、
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
（
予
定
）

1
0
月
中
旬
頃
か
ら
約
2
0
日
間
程
度

▽
対
象
者

申
込
人
が
住
む
住
宅
を
新
築
す
る
も

の
で
、
土
地
の
準
備
が
で
き
て
い
る
方

の
う
ち
、
同
居
予
定
者
が
あ
り
、
毎
月

返
済
額
の
5
倍
以
上
の
月
収
が
あ
る
方

（
約
1
5
万
円
程
度
）

▽
融
資
限
度
額

木
造
住
宅
で
州
万
円
か
ら
脚
万
円
、

そ
の
他
割
増
し
融
資
の
制
度
も
あ
り
ま

す。▽
利
率

年
利
5
・
5
％

▽
申
込
場
所

公
庫
兼
務
取
扱
い
の
金
融
機
関

詳
し
く
は
、
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

ま
た
は
公
麿
の
福
岡
支
所
へ

記
譜
0
9
2
（
7
1
2
）
　
5
5
5
5

今
年
の
冬
は

あ
な
た
が
主
役

社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
へ
の
お
願
い

毎
年
冬
に
な
る
と
、
北
九
州
や
郡
内

各
町
で
多
く
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
行
っ
て

み
た
い
け
れ
ど
踊
れ
な
い
か
ら
と
指
を

く
わ
え
て
い
る
人
や
、
デ
ィ
ス
コ
な
ら

い
い
け
ど
社
交
ダ
ン
ス
は
ど
う
も
と
い

う
人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
人
達
の
た
め
に
遠
賀
町
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ゥ
ン
研
究
会
で
は
、
1
0
月

1
7
日
（
金
）
か
ら
約
2
カ
月
間
、
初
歩

の
社
交
ダ
ン
ス
静
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
年
令
、
性
別
、
職
業
な
ど
の
制
限

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
し
、
友
人
づ
く
り

を
※
ね
て
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
練

習
し
て
ゆ
き
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の

参
加
を
お
頭
い
し
ま
す
。

昨
年
は
男
性
の
参
加
が
少
な
く
、
女

性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
不
足
で
し
た
の
で
、

男
性
の
方
の
参
加
を
特
に
お
願
い
し
ま

す。▽
練
習
日
　
1
0
月
1
7
日
（
金
）
よ
り

毎
週
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館
ホ
ー
ル

（
郵
便
局
横
）

▽
会
　
費
　
l
カ
月
二
百
円

▽
参
加
申
込
　
練
習
日
に
会
場
へ
お
こ

し
下
さ
い
。

▽
問
い
合
せ
先
　
永
沼
春
代
　
昼
（
3
）

▽
練
習
内
容

0
1
8
4
、
夜
（
3
）
0

6
5
4
）

マ
ン
ボ
、
ル
ン
バ
、
ブ

ル
ー
ス
、
ジ
ル
バ
等

胃
本
国
穣
讃
見
本
市

▽
会
　
期
　
昭
和
5
5
年
1
0
月
織
目
～
Ⅱ

月
4
日

▽
会
　
場
　
西
日
本
総
合
展
示
場
（
小

倉
駅
北
口
よ
り
徒
歩
5

分）

外
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
特
徴
あ
る

玩
具
と
食
品
を
展
示
し
、
あ
わ
せ
て
一

般
の
方
々
へ
の
即
売
を
行
い
ま
す
。

恐
怖
の
覚
せ
い
剤
は

追
放
し
よ
う

覚
せ
い
剤
は
暴
力
団
の
最
大
の
資
金

涼
と
な
り
、
そ
の
筈
は
一
般
家
庭
の
主

婦
、
少
年
層
に
ま
で
浸
透
し
っ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
現
状
に
か
ん
が
み
折
尾
管

楽
署
で
は
総
力
を
あ
げ
て
覚
せ
い
剤
撲

滅
の
た
め
強
力
な
取
締
り
を
行
っ
て
い

ます。ホ
ワ
イ
ト
テ
レ
フ
ォ
ン
の
利
用

砲
話
0

9
3

（
6
9

1
）

0
3
3

1

内
線
2
5
5
番

全
国
防
犯
運
動

1
0
月
日
日
か
ら
m
月
2
0
日
ま
で
の
1
0

日
間
、
「
侵
入
姿
の
防
止
」
と
「
乗
り

物
姿
の
防
止
」
を
境
点
に
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

両
隣
互
い
に
か
け
あ
う
声
と
カ
ギ

自
瞭
車
に
カ
ギ
と
名
前
と
登
録
を



第252号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報遠賀」00

10月下期の遠賀町主要行事

日 �固 �行　革　内　容 �∴∴‥・∴・ ��担当課1日暇び主軸象等1倍∴老 

14 I � �胃ガン検診申込受付 �8‥30－　匡縫係 ��住民課i鷲替りしだい締め切 ��詳細は 8ページ 

16 �木 �定例　農業委　員　会 � �役場 籍2会強堅 �色∴簾∴検i �� 

老　人　大　学　院 �9：30－ �中央公民館 �社会教育課I遠賀・中間老人大学院生i 

17 �金 �乳　児　健　康∴診∴査 �13：00－14車央公民館 ��住　民‘諜 �詑朋相談はあ。ま匿ジ 

19 �日 �　　　　） 消火器使用請習会 � �町内9カ所 �庶∴務　課 �悼ジ 秋季 �9：00－1脚、報 ��社会教育課中一醍　I 

第6回　少年相撲大会 �13：00－ �木守井手 神社相撲場 �社会縮謀I町内小・中学生i 

21 �火 � �9：30－ �畠田小学校 �社会教育課 � � 

23 �木 �老　人　大　学　院 �9：30－・ �中央公民館 �社会醐両難捕人大学撃l 
心　配　ご　と　相　談 �13：00－16：車民飽別館 ��福祉課i鮮：お気醐相当 

24 �金 �妊　　婦　　相　　談 �10：00－　南保睦 ��住民課匡産婦i∴車藍 戦没者合同慰霊祭 �10‥30－　巨塔前 ��福　祉　課 �l 

婦人　の　健康教　室 �13：00－16車央公瑚 ��住民課巨人検診を受けた人　匿ジ 

26 �日 �秋季 男子バレーボール大会 �9：00－　日賦小学校 ��社会教育課中一胱　i 
9：00－ �遠賀中学校 体育館 �社会教育課 �！ 

27 �月 �胃　が　ン　検　診 �8：40－10中央公早館 ��住民課上し込み者のみ　南竺ジ 

28 �火 �寿　　　　大　　　　学 �9：00一　世公瑚 ��社会竺＿亡二＿＿」 
パト　ミントン教室⑩ �9：30－　日捌、学校 ��社会教育課 �i 

29 �水 �胃∴∴ガ　ン　検　診 �8：40－10中央公蛾 ��住民課申込み者のみ　犀ジ 
三種混合予防按唖 �13：10－14中央公瑚 ��住民課i生後24－48ケ朋l幣ジ 

30 �木 �老　人　大　学　院 �9‥30一　世公民館 ��社会教育課i遠賀・中間老人大学生院） 

あなたの行事表の見落しで、自分は損をし、みんなには迷惑をかけますo

たった一度の見落しで、他人のあなたに対すろ不信度ば………？

暴走行為は　社会の破、　親の責任・町のほじ


